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映画「沼津兵学校」の撮影進行を報じる写真ニュース (当館所蔵)

二
六
歳
の
若
き
今
井
正
の
監
督
処
女
作
で
あ
る
映
画

「沼

津
兵
学
校
」
（昭
和

一
四
年
、
東
宝
映
画
、
自
黒

・
八

一
分
）

は
、
沼
津
兵
学
校
の
二
人
の
生
徒
、
長
州
藩
か
ら
来
た
千
倉

俊
平
と
旧
幕
臣
出
身
の
栗
野
正
邦
と
の
確
執
と
和
解
の
過
程

を
描
い
た
、
青
春
モ
ノ
で
あ
る
。
決
し
て
戦
争
礼
賛
の
国
策

映
画
で
な
い
。
脚
本
は
片
桐
勝
男

・
八
木
隆

一
郎
の
二
人
。

八
木
は
秋
田
県
生
ま
れ
で
、
青
森
県
五
所
川
原
で
文
学
に
目

覚
め
上
京
、
左
翼
運
動
の
経
験
も
あ

つ
た
。

監
督
今
井
も
、
戦
後
は

「青
い
山
脈
」
「ひ
め
ゆ
り
の
塔
」

を
は
じ
め
、
民
主
主
義
を
謳
歌
し
社
会
正
義
を
訴
え
る
作
品

を
次
々
に
発
表
し
た
人
で
あ
り
、
左
翼
思
想
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
。
今
井
は
初
め
て
メ
ガ
ホ
ン
を
取
る
に
あ
た
り
、
撮
影

所
長
か
ら

「沼
津
兵
学
校
」
と

「札
幌
農
学
校
」
の
ど
ち
ら

か
を
選
べ
と
指
示
さ
れ
、
沼
津
兵
学
校
の
ほ
う
を
選
ん
だ
の

だ
と
い
う

（市
原
正
恵

「今
井
正
監
督
の
手
紙
―
処
女
作

『沼

津
兵
学
校
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
静
岡
の
文
化
』
第
四
七
号
、

一
九
九
六
年
）。
今
井
は
後
年
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
ア
マ

チ
ュ
ア
の
作
品
の
よ
う
で
恥
ず
か
し
か
っ
た
と
回
想
し
て
い

る

（『今
井
正

「全
仕
事
」
―
ス
ク
リ
ー
ン
の
あ
る
人
生
―
』、

一
九
九
〇
年
）。
な
お
、
八
木
隆

一
郎
作

「沼
津
兵
学
校
」
は
、

映
画
と
同
じ
昭
和

一
四
年
二
月
、
新
橋
演
舞
場
に
お
い
て
新

国
劇
と
し
て
も
初
上
演
さ
れ
て
い
る
。

軍
国
主
義
を
直
接
的
に
助
長
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
映
画

「沼
津
兵
学
校
」
が
制
作
さ
れ
た
背
景
と
し
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て
は
、
以
下
に
引
用
す
る
よ
う
な
解
釈

も
成
り
立
つ
。
「日
本
人
同
士
に
は
敵
も

味
方
も
な
い
。
薩
長
と
幕
府
は
真
の
敵

同
士
で
は
な
く
単
に
見
解
の
相
違
で
対

立
し
た
だ
け
で
あ
り
、
ど
っ
ち
も
誠
実

に
日
本
を
憂
え
た
の
だ
、
真
の
敵
は
外

国
だ
、
と
い
う
考
え
方
に
役
立

っ
た
か

ら
で
あ
る
」
（佐
藤
忠
男

「映
画
に
み
る

敗
者
の
復
権
」
『太
陽
』
第

一
七
〇
号

・

特
集
悲
劇
の
明
治
維
新
、　
一
九
七
七
年
、

平
凡
社
）。
こ
の
作
品
も
戦
争
と
い
う
時

代
の
制
約
か
ら
無
縁
で
は
あ
り
え
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。

千
倉
を
演
じ
た
黒
川
弥
太
郎

（
一
九

一
〇
～
八
四
）
は
、
戦
後
は
大
映

。
東

映
の
時
代
劇
に
多
数
主
演
し
、
テ
レ
ビ

に
も
進
出
し
た
。
栗
野
役
の
大
川
平
八

郎

（
一
九
〇
五
～
七

一
）
は
、
戦
後
も

ア
メ
リ
カ
映
画

「戦
場
に
か
け
る
橋
」

に
助
監
督
兼
俳
優
と
し
て
参
加
す
る
な

ど
、
や
は
り
活
躍
を
続
け
た
。　
一
方
、

頭
取
の
西
尾
周
三

（西
周
が
モ
デ
ル
）

を
演
じ
た
丸
山
定
夫

（
一
九
〇

一
～
四

五
）
は
、
広
島
の
原
爆
で
死
亡
し
た
悲

劇
の
俳
優
と
し
て
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
筆
者
の
よ
う
な
テ
レ
ビ
世

代
に
馴
染
み
が
あ
る
出
演
俳
優
は
、
花

沢
徳
衛

（
一
九

一
一
～
二
〇
〇

一
）
だ

け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
全
く
の
ち
ょ
い

役
で
あ

っ
た
。
花
沢
は
、
自
分
の
名
前

が
初
め
て
ポ
ス
タ
ー
に
印
刷
さ
れ
た
作

品
と
し
て
映
画

「沼
津
兵
学
校
」
を
以

下
の
よ
う
に
回
顧
し
た
。
「私
の
役
と
い

う
の
は
、
講
武
所
風
の
髯
を
結

っ
た
旗

本
の
子
弟
の
役
で
、
試
験
を
受
け
て
落

第
す
る
。
見
せ
場
と
し
て
は
、
そ
の

一

シ
ー
ン
だ
け
。
後
は
何
百
人
と
い
う
人

数
で
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
歩
く
だ
け
だ
か
ら
、

ど
こ
に
出
て
い
る
の
か
わ
か
り
は
し
な

い
。
」
（花
沢
徳
衛

『
脇
役
誕
生
』、　
一
九

九
五
年
、
岩
波
書
店
）
。

さ
て
、
映
画
の
内
容
で
あ
る
が
、
時

代
考
証
と
し
て
、
史
実
と
比
べ
て
み
た

時
、
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
諸
点
に

注
意
を
払

っ
て
お
き
た
い
。

①
　
入
学
試
験
の
面
接
で
、
安
禄
山
と

は
何
か
と
質
問
さ
れ
、
中
国
の
山
の
名

前
で
あ
る
と
答
え
る
受
験
者
。
こ
れ
は
、

篠
田
鉱
造
著

『増
補
幕
末
百
話
』
（
一
九

一九
年
）
等
に
載

っ
て
い
る
逸
話
で
あ

り
、
脚
本
執
筆
に
は
同
書
が
参
照
さ
れ

た
ら
し
い
。

②
　
授
業
風
景
の
中
に
西
洋
人
の
教
師

が
教
え
て
い
る
場
面
が
あ
る
。
沼
津
兵

学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
静
岡
藩
に
も
お
雇

い
外
国
人
は
存
在
し
な
か

っ
た
の
で
、

ヽ

こ
の
シ
ー
ン
は
誤
り
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
人
ク
ラ
ー
ク
が
静
岡
学
問
所
に
赴
任

し
た
の
は
廃
藩
後
の
こ
と
で
あ
る
。

③
　
大
砲
の
発
射
訓
練
を
し
て
い
る
場

面
。
シ
ナ
リ
オ

（
一
九
三
九
年
発
行

『映

画
評
論
』
第
二

一
巻
第
二
号
に
掲
載
）

で
は
、
こ
れ
が
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲

で
あ
る
と
な
っ
て
い
る
。
愛
鷹
山
で
発

射
訓
練
を
す
る
と
の
布
達
が
残

っ
て
い

る
の
で
、
沼
津
兵
学
校
に
大
砲
が
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
種
類

は
不
明
で
あ
る
。

④
　
生
徒
た
ち
が
揃
い
の
軍
服
を
着
て

い
る
場
面
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
制
服

は
な
く
、
調
練
の
時
な
ど
も
和
洋
ま
ち

ま
ち
で
各
人
各
様
の
服
装
を
し
て
い
た
。

⑤
　
明
治
新
政
府
の
兵
部
大
輔
大
村
益

江
原
素
六
は
八
歳

の
と
き
初
め
て
、

習
字
を
教
わ
る
た
め
新
宿
上
町
の
中
根

倉
之
助
塾
に
入

っ
た
。
そ
の
塾
は
、
立

地
か
ら
娼
妓
や
貸
座
敷

・
引
手
茶
屋
の

子
女
な
ど
が
多
く
通
う
、
い
わ
ば
下
層

庶
民
を
対
象
と
し
た
寺
子
屋
で
あ

っ
た
。

次
い
で
三
年
後
の
嘉
永
五
年

（
一
八
五

ヽ

池

谷

福

太

郎

塾

と

昌

平

貴

次
郎
が
視
察
に
訪
れ
る
場
面
。
こ
の
こ

と
を
記
し
た
文
献
も
あ
る
が
、
実
際
に

大
村
が
沼
津
兵
学
校
を
訪
問
し
た
事
実

は
史
料
上
確
認
で
き
な
い
。

⑥
　
生
徒
た
ち
が
寮
の
食
堂
を
打
ち
壊

す
場
面
。
こ
れ
は
後
世
の
旧
制
高
等
学

校
で
の
賄
征
伐
の
よ
う
す
を
描
い
た
も

の
で
あ
り
、
実
際
に
バ
ン
カ
ラ
の
気
風

は
あ

っ
た
も
の
の
時
代
設
定
が
違
う
。

⑦
　
廃
校
に
あ
た
り
、
引
率
教
官
が
訓

示
を
与
え
、
生
徒
た
ち
が
沼
津
を
去

っ

て
い
く
最
後
の
シ
ー
ン
。
実
際
は
、
明

治
五
年
五
月
東
京

へ
向
か
っ
た
資
業
生

六
三
名
は
、
教
官
の
引
率
で
は
な
く
、

生
徒
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
責
任
者
が
指

揮
官
と
な
り
行
軍
、
上
京
し
た
。

（樋
日
雄
彦
）

二
）
五
月
に
入
塾
し
た
の
が
池
谷
福
太

郎
の
塾
で
あ
る
。
右
は

『
江
原
素
六
先

生
伝
』
（
一
九
二
三
年
）
の
記
述
に
も
と

づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
江
原
自
筆
の
履

歴
書

（江
原
文
書
Ｍ
１
３

「履
歴
書

一
」）

で
は
、
安
政
元
年
四
月
に
池
谷
福
五
郎

に
就
い
て
習
字

・
漢
文
を
学
ん
だ
と
記
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さ
れ
て
お
り
、
入
塾
時
期
が
食
い
違

っ

て
い
る
上
、
師

の
名
前
も
違
う
。
時
期

に
つ
い
て
は
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
判

断
が
つ
か
な
い
が
、
後
掲
史
料
に
も
あ

る
通
り
名
前
は
福
太
郎
が
正
し
い
。

江
原
は
、
池
谷
塾
に
は
大
小
を
帯
び

袴
を
着
け
た
生
徒
が
い
る
こ
と
に
驚
い

た
と
い
う
。
唯

一
同
窓
の
塾
生
で
判
明

し
て
い
る
の
は
、
中
沢
中

（善
三
郎
保

信
、
明
治
三
二
年
二
月
二
日
七
三
歳
没
）

と
い
う
幕
臣
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

中
の
息
子
で
、
旧
幕
臣
の
親
睦
団
体
同

方
会

の
幹
事
を

つ
と
め
、
会
長
江
原
を

補
佐
し
た
中
沢
金

一
郎
の
手
紙
が
根
拠

で
あ
る
。
明
治
末
年
に
江
原
宛
に
送
ら

れ
た
そ
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
金

一
郎
の

父
は
池
谷
の
門
人
で
あ
り
、
ま
た
母
親

も
教
え
子
で
あ

っ
た
と
い
う

（『
江
原
素

六
先
生
伝
』、
上
篇
六
三
頁
）
。
た
だ
し
、

中
沢
中
は
江
原
よ
り
も
二
〇
歳
以
上
年

長
で
あ
り
、
少
々
腑
に
落
ち
な
い
。
そ

う
な
る
と
師
の
池
谷
は
か
な
り
の
年
配

だ

つ
た
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
池
谷
は
江
原
に
と

っ
て

「忘
れ
得
ぬ
恩
人
」
と
な

っ
た
。

江
原
の
才
能
に
気
付
き
、
読
み
書
き
の

み
な
ら
ず
高
度
な
漢
籍
の
素
読
を
勉
強

す
る
よ
う
勧
め
、
学
問
の
必
要
性
を
全

ヽ

く
理
解
し
な
い
父
源
吾
を
説
得
し
て
く

れ
た
の
が
池
谷
と
そ
の
妻
だ

っ
た
の
で

あ
る
。
江
原
の
妹
ま
す
子
も
池
谷
塾
に

通
い
夫
人
か
ら
糸
繰
り
な
ど
を
習

っ
た

と
い
う

（『
急
が
ば
廻
れ
』
）
。

池
谷
は
江
原
に
昌
平
費
の
素
読
吟
味

を
受
け
る
こ
と
を
勧
め
た
。
そ
し
て
安

政
三
年

（
一
八
五
六
）
九
月
二

一
日
、

一
五
歳
の
江
原
は
同
吟
味
を
受
験
し
、

乙
科
に
及
第
、
丹
後
縞
二
反
を
拝
領
し

た
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
文

献

・
史
料
に
よ

つ
て
多
少
の
食
い
違
い

が
あ
る
。
江
原
の
回
想
録

『
急
が
ば
廻

れ
』
で
は
、
褒
美
の
丹
後
縞
は
三
反
と

な

っ
て
い
る
。
昌
平
費
素
読
吟
味
の
成

績
優
秀
者

へ
の
褒
美
は
、
御
目
見
以
上

の
場
合
、
甲
科
は
丹
後
縞
三
反
、
乙
科

は
二
反
、
御
目
見
以
下
は
、
甲
科
銀
三

枚
、
乙
科
二
枚
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

江
原
家
は
旗
木
な
の
で
、
丹
後
縞
を
賜

っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
『
先
生
伝
』
が
記

す
よ
う
に
乙
科
及
第
で
あ
れ
ば
、
三
反

で
は
な
く
二
反
が
正
し
い
。

な
お
、
安
政
三
年
の
昌
平
費
素
読
吟

味
は

一
〇
月
二

一
日
、
二
三
日
、
二
五

日
に
行
わ
れ
、　
一
一
五
名
が
受
験
し
た

と
い
う
記
録
が
残

っ
て
お
り

（橋
本
昭

彦

『
江
戸
幕
府
試
験
制
度
史
の
研
究
』
、

一

一
九
九
二
年
、
風
間
書
房
、
八
五
頁
）
、

『
先
生
伝
』
や
自
筆
履
歴
の
九
月
と
い

う
記
述
は
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

同
年
江
原
が
元
服
す
る
際
、
周
甫
と

い
う
実
名
と
花
押
を
贈

っ
た
の
も
池
谷

で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
池
谷
福
太
郎
に
関
し
て

は
、
幕
臣
で
あ
る
こ
と
以
外
、
そ
の
素

性
は
不
明
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
以
下

に
掲
げ
る
、
幕
府
の
人
事
を
伝
え
る
安

政
五
年

（
一
八
五
八
）
七
月
二
九
日
付

の
記
事
か
ら
、
そ
の
本
来
の
所
属
や
、

後
に
学
問
所
す
な
わ
ち
昌
平
費
に
出
仕

し
た
事
実
な
ど
が
判
明
し
た
。

表
御
台
所
頭
支
配
無
役

学
問
所
勤
番
　
　
　
池
谷
福
太
郎

右
被
仰
付
旨
、
於
焼
火
之
間
、
若
年

寄
中
出
座
、
本
庄
安
芸
守
申
渡
之
。

（『
近
世
庶
民
生
活
史
料
　
藤
岡
屋

日
記
』
第
八
巻
、　
一
九
九
〇
年
、

三

一
書
房
、
二
六
九
頁
）

た
だ
し
、
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
だ
。

素
読
吟
味
は
基
礎
課
程
修
了
の
区
切

り
と
も
い
う
べ
き
も

の
で
あ
り
、
昌
平

貴
で
は
次
の
段
階
と
し
て
学
問
吟
味
が

あ

っ
た
。
し
か
し
、
江
原
は
そ
れ
に
挑

戦
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
漢
学
を
深

め
る
こ
と
よ
り
も
、
武
官
と
し
て
砲
術

や
蘭
学
を
学
ぶ
選
択
を
し
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
し
ば
ら
く
の
期
間
昌

平
費
に
通
学
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
以

下
に
掲
げ
る
史
料
が
そ
れ
を
裏
付
け
る
。

一
江
原
涛
三
郎

。
根
本
鉛
三
郎
初
而

出
席

二
付
面
会
致
す

（橋
本
昭
彦
編

『
昌
平
坂
学
問
所
日

記
Ⅲ
』、
二
〇
〇
六
年
、
財
団
法
人

斯
文
会
、
二
五
四
頁
）

こ
れ
は
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
三

月

一
一
日
の
記
事
で
あ
り
、
江
原
が
学

問
所
で
の
講
義
に
初
め
て
出
席
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
「涛
」
は

「鋳
」
の

誤
記
か
誤
読
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
同
じ
年

（自
筆
履
歴
で
は
安

政
五
年
）
に
寛
政
三
年

（
一
七
九

一
）

創
設
の
昌
平
費
の
分
校
、
麹
町
教
授
所

（麹
渓
書
院

・
麹
渓
精
舎
）

へ
入
門
し

た
事
実
も
あ
る
。
そ
こ
で
の
師
は
松
平

謹
次
郎

（慎
斎
、
文
化
二
年
六
月

一
二

日
生
ま
れ
、
文
久
三
年
七
月
五
日
没
）

で
あ
っ
た
。
松
平
門
下
か
ら
は
江
原
以

外
に
も
秋
月
悌
次
郎

。
林
惟
純

。
滝
村

小
太
郎
ら
の
人
材
が
輩
出
し
た
。
明
治

四
五
年

（
一
九

一
二
）
東
京
谷
中
の
菩

提
寺
で
催
さ
れ
た
松
平
の
五
十
回
忌
に

は
江
原
も
参
列
し
て
い
る

（『
鶴
鳴
遺

稿
』
、　
一
九

一
八
年
）
。

（樋
日
雄
彦
）
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昭
和
期
の
当
館
所
蔵
写
真
や
戸
田
地

区
で
発
見
さ
れ
た
写
真
な
ど
、
初
公
開

の
写
真
を
中
心
に
約
１００
点
を
展
示
し
ま

し
た
。
会
期
中
の
毎
週
土
曜
日
に
ギ
ヤ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。
会

期
中
多
数
の
方
に
ご
観
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

会
期
　
７
月
７
日
０
～
８
月
２６
日
０

平
和
を
考
え
る
戦
争
史
跡
め
ぐ
り
は

親
子
対
象

（８
月
１０
日
０
実
施
）
に
２８

名
が
参
加
し
、
東
京
都
立
戦
時
疎
開
学

園

（我
入
道
）
で
生
活
し
た
当
時
の
児

童
２０
名
が
現
地
で
体
験
談
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
中
学
生
対
象

（８
月
７
日

ω
実
施
）
に
は
２３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

小
学
生
歴
史
教
室

「戦
時
中
の
く
ら

し
を
体
験
し
よ
う
」
に
は
小
学
４
～
６

年
生
３０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
渡
辺
菖

子
さ
ん
、
菊
地
和
子
さ
ん
に
戦
時
中
の

体
験
談
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
、
戦
時

中
の
食
事
と
し
て
す
い
と
ん
を
作

っ
て

食
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
も
金
岡
婦

人
学
級
有
志
１０
名
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と

し
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「高
校
生
の
た
め
の

一
日
学
芸
員
体

験
講
座
」
（８
月
８
日
因
実
施
）
に
は
６

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
義

「博
物
館

と
学
芸
員
」
と
実
際
に
資
料
に
触
れ
る

こ
と
を
通
し
て
、
博
物
館
の
学
芸
員
と

い
う
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

８
月
２９
日
因
～
９
月
９
日
０
の
日
程

で
、
学
芸
員
資
格
の
取
得
を
目
指
す
学

生
６
名
が
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

ぬ
ま
し
ん
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（大
手
町
）
で
の
館
蔵
資
料
展

「沼
津

兵
学
校
の
生
徒
た
ち
」
の
展
示
作
業
、

館
蔵
資
料
の
整
理
、
展
示
企
画
の
作
成

。

発
表
な
ど
実
践
的
な
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
実
習
生
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

初
め
て
古
文
書
に
触
れ
る
人
を
対
象

に
、
武
田
藤
男
氏

（前
当
館
嘱
託
）
が

講
師
を
務
め
、
９
～
１０
月
に
５
回
に
わ

た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。
１７
名
が
受
講

し
、
く
ず
し
字
の
解
読
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
引
き
続
き
自
主
講
座
に
参
加
し

て
、
古
文
書
の
解
読
に
取
り
組
ん
で
い

る
受
講
者
も
い
ま
す
。

技
能
五
輪
国
際
大
会
の
開
催
に
ち
な

ん
で
、
牧
堰

・
門
池
用
水
の
沿
革
を
紹

介
す
る
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
期
　
９
月
２２
日
０
～
１１
月
２５
日
０

企
画
展
関
連
事
業
と
し
て
歴
史
講
演

会
、
史
跡
め
ぐ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

多
数
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

〈
歴
史
講
演
会
〉

日
　
時
　
１０
月
１
日
０
１３
時
～
１５
時

演
　
題

　

「牧
堰
門
池
用
水
の
沿
革
」

講
　
師
　
四
方

一
称
氏

参
加
者
　
７２
名

〈史
跡
巡
り
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一４

日
　
時
　
１０
月
２０
日
０
９
時
～
１２
時
　
　
　
一

主
な
見
学
地

門
池
碑

・
配
水
塔

・
門
池
導
水
路
取

水
口

・
牧
堰

。
本
宿
用
水
上
堰

・
地

震
窪

・
用
水
分
岐
点

・
石
樋
な
ど

（約

７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

参
加
者
　
２７
名

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
９１
号

鰤
篠

沼

津

市

明

治

史

料

館

〒
４１０
‐
００５
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
‐
九
二
三
‐
三
三
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
‐
九
二
五
‐
三
〇

一
八

Ｆ
一一も
一ヽ
ヽ
メ
，
くメ
ＰＯい計Ч
・い
こ
Ｂ
ｐ●
Ｎｏ
・∽一一”Ｎ〓
ｏ
庁
●
・

』り
ヽ
∽
い∽
ｏ
一ｏ
一ヽ３
ｏ
こ
いヽ
いｏ
口
ｏ
図
・〓
計【目

中学生の戦争史跡巡りの様子(8月 7日実施)

海軍高角砲部隊の トーチカにて (中沢田 砲台公園)
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